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ご意見・お問い合わせはこちらまで 

かごます第一公園 飛び出し注意の看板 

公園内の生け垣を剪定す
ると小さな子どもだけに
見える抜け道。飛び出す
と事故になる可能性も。
子ども目線にたった注意
喚起の看板設置が実現し
ました。 
 

あしだ 

芦田 満春 〒270-2251  
松戸市金ヶ作 303-53  
TEL：090-6167-4333  
E-mail；m.ashida.matsudo@gmail.com 

六高台 多目的広場周辺の雑草の手入れ 

小さな子どもの背丈にまで
届きそうだった雑草。放置
しておくと重大な事故につ
ながりかねませんでした。 
雑草の手入れをし、周囲の
見通しがよくなりました。 

現場の声を政策に反映させ、 
生活者目線の政治を！ 

六実６丁目 道路標示 書き直し 

六実小学校、六実中学
校、六実高校の児童、生
徒が利用する道路標示が
消えかかっていました。
車がスピードを出すと危
険な場所。標示書き直し
が実現しました。 

六高台４丁目 側溝清掃 

側溝に土泥が溜まっていた
ため、大雨の日には周辺が
冠水すると危惧する声があ
りました。調査したうえで
清掃が完了しました。 

市民相談で歩いたある日の夕暮れ時、マンション最上階から富士山が。 

作家、吉川英治氏の代表作、宮本武蔵「あれになろう、これに成ろうと焦心るより、 

富士のように、黙って、自分を動かないものに作り上げろ」の一節がよぎりました。 

タイムズ 

実現。ひとりの声からはじまりました！ 

“あしだ”ダイアリー 

Instagram Home page 

みなさまからの真心のご支援により松戸市議会議員選挙で、 
初当選することができました。現場の声をカタチにするため、 
誠心誠意働いて参ります。 
今後「あしだタイムズ」で日頃の活動内容をご報告いたします。 
ご意見ご要望があれば、何なりと申しつけください。 



 

年々高額化するランドセル、保護者にとって経済的負担が大きくなっています。
多様性が求められる現代、ランドセルでなければならないといったような風潮を
変革する時期ではないかと思いますが市としてどう考えていますか？ 

松戸市では、小学生の通学用カバンに指定はありません。安全の確保を第一に、
最適な通学カバンを選択されることが大切だと考えています。 

松戸市の観光名所さくら通り。愛される一方、根上がりによって歩道が歩きづら
いとの声が寄せられます。舗装の下に、根系誘導耐圧基盤材を使用した土壌改良
が有効と思えますが、市として今後どのような対策をしますか？ 

今後、土壌改良等の施策を検討します。また、関係部署と協議のもと「街路樹の
植栽・管理に関するガイドライン」を策定します。 

公明党 の発信で松戸市から政府に意見書を提出！ 
帯状疱疹ワクチン助成並びに定期接種化を求める意見書 

 帯状疱疹の発症率は５０歳以上から増加し、８０歳までに３人に１人が発症するといわれています。

また、治療の長期化や帯状疱疹後神経痛など後遺症のリスクも加齢ともに高くなります。この帯状疱

疹の発症予防にはワクチンが有効とされていますが、費用が高額になることから接種を諦める高齢者

も少なくありません。そこで政府に助成制度の創設や予防接種法に基づく定期接種化を求めました。 

知的障がい者・知的障がい行政の国の対応拡充を求める意見書 

 身体障害者と精神障害者の定義は法律に規定されていますが、知的障害者の定義は規定されて

いません。そのため、自治体によって知的障害の程度区分や判定機関のボーダーラインに違いがあ

り、知的障害者に対する福祉サービスに差が生じています。知的障害行政・手帳制度を国の法律に

よる全国共通の施策として展開することを政府に求めました。 
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学校から案内が提示される秋には約 75％の世帯がカバンの購入を終えています。
事前にホームページで準備品参考例を提示してもらうよう要望しました。 

他市からも観光客を誘致できる名所です。整備費用にはふるさと納税の手法も取
り入れるなどし、今後さらに愛される街路樹にしてもらうよう要望しました。 
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答弁 
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県道鎌ケ谷・松戸線、歩道が狭く歩行者が歩くのが危険。市として対策はどのよ
うにしていますか？ 

県の保有する道路。毎年の連絡調整会議で県に要望をあげています。昨年度は、
五香十字路付近のガードパイプを設置。今後も視線誘導標の補修を実施します。

引き続き市から県に要望していただくのと同時に、県にもネットワークを持つ公
明党としても、市と協力し県に要望をあげていくことを表明しました。 
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